
古こ

文も
ん

書じ
ょ

と
は
、一般
的
に
差
し
出
し
人
と
受
け
取
り
人
が
あ
り
、

用
件
な
ど
を
伝
え
る
も
の
で
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
日
付
が
あ
る
、

江
戸
時
代
ま
で
の
文
書
と
い
え
ま
す
。

日
本
で
は
、古
く
か
ら
書
面
上
で
の
礼
儀
を
重
ん
じ
た
の
で
、

差
し
出
し
人
と
受
け
取
り
人
と
の
関
係
や
、

内
容
な
ど
に
よ
って
、文
書
の
様
式
、使
用
す
る
紙
、

封
の
し
か
た
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
決
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、文
書
の
作
成
、内
容
、特
色
な
ど
の
様
式
、

手
続
き
や
役
割
、そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
、

さ
ら
に
は
材
料
、筆
跡
、墨
色
、書
風
、封
式
な
ど
の
形
態
、

伝
来
な
ど
が
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
な
って
い
ま
す
。

陳
列
で
は
、有
名
な
人
物
に
か
か
わ
る
も
の
、

各
時
代
の
特
色
を
示
す
典
型
的
な
文
書
を
と
お
し
て
、

古
文
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Writing etiquette was valued in 
Japan from ancient times. According 
to the content as well as the 
relationship between the sender and 
recipient, various rules were to be 
followed in writing styles, choice 
of paper, and sealing methods. The 
Letters and documents from until 
the end of the Edo period (late 
19th century) are mainly studied on 
themes such as styles of composition 
and content, procedures and 
functions, and related features. The 
material, handwriting, ink color, 
writing style and brushwork, and 
method of sealing of documents, as 
well as their provenances, are also 
topics of research.

This exhibition introduces 
Japanese historical documents 
through examples related to 
historical figures and through 
distinctive documents characteristic 
of each time period.



鎌
倉
時
代
の
公く

ぎ
ょ
う卿

・
歌
人
で
あ
る
藤ふ

じ
わ
ら
の
て
い
か

原
定
家
（
一
一

六
二
〜
一
二
四
一
）
が
、
左
近
衛
少
将
か
ら
左
近
衛
中

将
に
転
任
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
申も
う
し
ぶ
み文で

す
。
申
文
と

は
、
も
と
は
下
位
の
も
の
か
ら
上
位
の
も
の
に
差
し
出

す
上
申
文
書
の
一
種
で
、
解
文
・
申
状
と
も
い
い
ま
す
。

平
安
時
代
以
降
は
、
諸
官
人
が
昇
進
な
ど
を
朝
廷
に
申

請
す
る
た
め
に
提
出
す
る
文
書
を
さ
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
文
中
で
は
自
分
の
経
歴
、
兄
弟
や
同
僚
と
の
比

較
な
ど
を
詳
し
く
記
し
て
、
転
任
を
希
望
す
る
十
分
な

理
由
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
十
月
、
左
近
衛
権
中
将
に
昇

進
し
、
宿
願
を
果
た
し
ま
し
た
。

中な
か

原は
ら

重し
げ

通み
ち

が
香
宗
我
部
郷
地
頭
職
を
嫡
子
（
家
を
継

ぐ
人
）
四
郎
秀
頼
に
譲
与
し
た
譲
状
で
す
。
以
前
、
幕

府
は
御
家
人
が
所
領
を
譲
っ
た
と
き
の
安
堵
（
保
証
）

に
は
、
政
所
下
文
・
関
東
下
知
状
を
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
嘉
元
元
年
よ
り
、
譲
状
の
袖
（
右
端
）
な
ど
に
「
任

此
状
、
可
令
領
掌
之
由
、
依
仰
下
知
如
件
」
の
文
言
と

日
付
を
記
し
、
執
権
・
連
署
が
署
判
す
る
手
続
き
に
変

更
し
ま
し
た
。

袖
に
は
正
和
三
年
（
一
三
一
五
）
十
二
月
二
十
日
付

の
執
権
北
条
𤋮
時
の
安
堵
外
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
う
け

て
、
翌
年
四
月
十
七
日
に
重
通
が
奥
書
を
加
え
て
い
ま

す
。
も
し
庶
子
中
に
惣
領
の
命
に
背
く
者
が
い
れ
ば
そ

の
所
領
を
没
収
し
て
惣
領
に
ま
か
せ
る
こ
と
を
明
記
し

て
い
る
の
は
、
極
め
て
珍
し
い
こ
と
で
す
。

「
任
（
外
題
安
堵
）此

状
可
被
領
掌
之
由
、
依
仰
下
知
如
件

正
和
三
年
十
二
月
廿
日　

相（
北
条
熙
時
）

模
守
（
花
押
）」

譲
与
／
土
左
国
香
我
美
郡
内
香
宗
我
部
郷
地
頭
軄
事
／

　

四
至
、限
東
大
里
庄
堺
鎌
田
縄
畢
自
若
王
子
西
山
際

六
段
目

限
南
大
海

／
限
西
深
渕
郷
堺
、
烏
河
／
限
北
立
山
峯
、

江え

戸ど

重し
げ

通み
ち

と
同
政ま

さ

重し
げ

の
間
で
争
わ
れ
た
、
鎧
・
旗
と

文
書
な
ど
を
め
ぐ
る
裁
判
に
つ
い
て
、
鎌
倉
幕
府
の
執

権
・
連
署
が
出
し
た
判
決
文
で
す
。
書
き
出
し
は
、
裁

判
の
内
容
を
記
し
た
事こ
と

書が
き

で
、
以
下
、
原
告
と
被
告
の

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
続
く
幕
府
の
判
決
は
次
の
と
お
り

で
す
。

政
重
は
父
行
重
の
か
ね
て
か
ら
の
考
え
に
よ
っ
て

鎧
・
旗
と
文
書
な
ど
を
保
管
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い

ま
す
が
、
行
重
の
遺
産
の
配
分
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い

上
に
、
自
分
が
父
行
重
の
考
え
で
保
管
し
て
い
る
と
す

る
証
拠
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
で
に
重
通
を

嫡
子
と
す
る
判
決
が
出
て
い
る
の
で
、
政
重
は
、
祖
父

重
益
の
遺
産
で
あ
る
鎧
・
旗
と
文
書
な
ど
を
重
通
に
引

き
渡
す
べ
き
で
す
。

　

江
戸
次
郎
太
郎
重
通
与
同
孫
太
郎
政
重
相
／
論
重
代

　

鎧
旗
幷
文
書
等
事
、

右
於
祖
父
重
益
跡
者
、
以
重
通
父
太
郎
次
／
郎
行
重
為

嫡
子
永
仁
六
年
三
月
十
七
日
配
／
分
畢
、
爰
行
重
跡
又

為
未
分
之
間
、
及
嫡
庶
／
論
処
、
重
通
可
為
家
督
之
条

去
年
十
二
月
／
五
日
所
被
裁
許
也
、
而
重
代
鎧
旗
及
文

書
／
等
、
政
重
依
為
当
腹
抑
留
之
由
重
通
申
之
／
処
、

就
本
主
素
意
帯
持
之
旨
雖
称
之
、
於
行
重
跡
者
為
未
分

之
上
証
拠
不
分
明
哉
、
／
且
重
通
嫡
子
之
条
先
日
成
敗

訖
、
然
則
於
重
益
／
跡
鎧
旗
文
書
等
者
可
渡
重
通
也

者
、
依
鎌
倉
殿
／
仰
、
下
知
如
件
、

　
　

正
和
三
年
五
月
十
二
日

相
模
守
平（
北
条
熙
時
）

朝
臣
（
花
押
）

金か
ね

沢ざ
わ

貞さ
だ

顕あ
き

（
一
二
七
八
〜
一
三
三
三
）
は
、
鎌
倉
時

代
末
期
の
執
権
で
、
京
都
と
鎌
倉
の
関
係
や
幕
府
の
内

部
の
緊
張
し
た
状
態
を
解
決
し
よ
う
と
活
躍
し
、
ま
た

称し
ょ
う
み
ょ
う
じ

名
寺
と
金
沢
文
庫
の
整
備
に
つ
と
め
ま
し
た
。
称
名

再
利
用
さ
れ
た
手
紙

（
年
未
詳
）五
月
十
三
日
金
沢
貞
顕
書
状

「
諸
寺
院
文
書
」の
う
ち

遺
産
を
め
ぐ
る
裁
判
の
判
決

正
和
三
年（
一
三
一
四
）五
月
十
二
日

関
東
裁
許
状

二

御
家
人
の
一
所
懸
命

嘉
元
四
年（
一
三
〇
六
）四
月
十
六
日

中
原
重
通
譲
状

関
東
安
堵
外
題

正和3年（1314）
5月12日　関東裁許状
B-1719-3

Judgment, Twelfth day of 

the f i f th month, 1314

（Showa 13）

申文（転任所望之事）
藤原定家筆
鎌倉時代・13世紀
B-2369
Letter of Entreaty, 

By Fujiwara no Teika

（1162-1241）
Kamakura period, 

13th century

十
三
年
ぶ
り
の
昇
進
を
実
現
さ
せ
た
文
書

重
要
文
化
財 
申
文
（
転
任
所
望
之
事
）



／
限
西
深
渕
郷
堺

烏
河
／
限
北
立
山
峯

右
於
当
郷
者
為
勲
功
之
賞
、
自
先
祖
秋
家
・
秋
通
拝
領

以
來
／
至
于
重
通
六
代
相
伝
知
行
無
相
違
者
也
、
而
守

器
量
以
四
郎
／
秀
頼
為
嫡
子
相
副　

関
東
代
々
御
下
文

御
下
知
以
下
調
渡
証
文
等
／
所
令
譲
与
也
、
且
至
男
女

以
下
得
分
親
拾
伍
人
〈
加
後
家
幷
孫
千
世
／
寿
丸
分

定
、〉
者
、
以
郷
内
田
畠
令
分
与
者
也
、
仍
所
相
副
面
々

譲
状
、
案
文
幷
／
目
録
等
者
也
、
任
彼
状
等
可
令
存
知

沙
汰
、
若
又
依
関
東
六
波
羅
御
事
令
馳
参
惣
／
領
之
時

者
、
可
令
支
配
段
別
肆
拾
文
用
途
於
庶
子
分
其
外
不
可

有
万
雑
／
公
事
、
将
又
秀
頼
無
男
子
者
、
舎
弟
等
中
仁

撰
器
量
之
仁
可
令
譲
与
不
／
可
相
伝
女
子
・
養
子
、
仍

為
後
日
之
亀
鏡
、
譲
状
如
件
、

嘉
元
四
年
午丙
四
月
十
六　

日　

中
原
重
通
（
花
押
）

「
こ
（
後
）

日
の
た
め
に
を（

奥

書

）

く
か
き
を
く
わ
う
る
と
こ
ろ
／
也
、

一
事
た
り
と
い
ふ
と
も
、
こ
の
む
ね
を
そ
／
む
か
ん
と

も
か
ら
に
を
き
て
ハ
、
ふ（

不

孝

）

け
う
と
し
て
／
そ（

惣

領

）

う
り
や
う

し（

進

止

）

ん
し
た
る
へ
き
也
、
よ
て
を
く
／
か
き
の
状
、
如
件
、

四
月
十
七
日　

重
通
（
花
押
）」

綸り
ん
じ旨

と
は
蔵
人
が
天
皇
の
命
令
を
受
け
て
、
蔵
人
の

名
前
で
出
す
形
の
文
書
で
す
。
伏ふ
し
み
い
な
り

見
稲
荷
の
祭
礼
の
支

出
に
つ
い
て
手
続
き
を
許
可
し
た
も
の
で
す
。
料
紙
は

使
用
済
み
の
書
状
な
ど
を
漉す

き
返
し
た
宿
紙
で
、
紙
の

中
に
文
字
の
墨
や
色
素
が
残
っ
て
い
る
た
め
薄
墨
色
で

す
。

　
（
文
末
部
分
）

其
沙
汰
之
旨
、
所
被
仰
下
也
、
／
恐
々
謹
言

　
　

五
月
四
日 

宮
内
卿
顕
資

　

東
寺
執
行
御
坊

称
名
寺
と
金
沢
文
庫
の
整
備
に
つ
と
め
ま
し
た

称
名

寺
に
は
二
代
釼け
ん

阿あ

、
三
代
湛た
ん

睿え
い

ら
が
聖
し
ょ
う
ぎ
ょ
う

教
（
仏
教
の
経

典
の
研
究
書
）
を
書
き
写
す
用
紙
に
使
っ
た
こ
と
で
残
っ

た
「
金
沢
文
庫
文
書
」（
聖
教
の
紙し

背は
い

文
書
）
の
な
か
に

金
沢
貞
顕
の
書
状
な
ど
多
く
の
文
書
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
文
書
の
特
徴
は
、
裏
に
聖
教
を
書
く
た

め
、
文
字
の
あ
る
面
を
向
か
い
合
わ
せ
て
打
紙
（
湿
ら

せ
た
紙
を
た
た
い
て
表
面
を
滑
ら
か
に
す
る
）
を
し
た

と
き
に
、
一
方
の
文
書
の
文
字
が
移
る
「
影え
い

字じ

」
が

残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
書
状
は
、
貞
顕
が
釼
阿

に
祈
祷
な
ど
の
お
礼
（
巻か
ん

数ず

返へ
ん

事じ

）
を
し
た
と
き
の
も

の
で
、
裏
面
に
聖
教
が
あ
り
、
一
緒
に
伝
わ
っ
た
文
書

（
図
版
右
部
分
）
に
「
影
字
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
も

と
は
「
金
沢
文
庫
文
書
」
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

去
年
御
内
御
巻
数
御
返
事
／
進
候
之
間
、
連
々
令
申
候

之
処
、
／
只
今
被
出
候
、
被
取
進
之
候
、
付
／
年
号
せ

ら
れ
候
て
、
を
か
れ
候
へ
／
く
候
、
奉
行
者
諸
岡
中
務

丞
／
に
て
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　

五
月
十
三
日　
　
　

貞
顕

方
丈
進
之
候

将
軍
足あ
し

利か
が

義よ
し

満み
つ

（
一
三
五
八
〜
一
四
〇
八
）
が
白し
ら

河か
わ

満み
つ

朝と
も

に
対
し
て
陸
奥
国
高
野
郡
の
領
掌
を
安
堵
す
る
旨

を
伝
え
た
御
教
書
。
義
満
の
花
押
は
右
袖
で
、
充
所
は

省
略
し
て
、
文
中
に
記
す
な
ど
、
も
っ
と
も
尊
大
な
書

式
で
す
。

　
　

 

（（
足
利
義
満
）

花
押
）

陸
奥
国
髙
野
郡
事
、
貞
治
／
六
年
二
月
十
九
日
安
堵
等

明
鏡
之
上
／
者
、
白
河
左
兵
衛
尉
満
朝
可
令
／
領
掌
之

状
如
件
、

　

明
徳
二
年
五
月
晦
日

文
書
が
伝
え
る
将
軍
義
満
の
人
柄

明
徳
二
年（
一
三
九
一
）
五
月
晦
日

足
利
義
満
御
判
御
教
書

「
白
河
結
城
家
文
書
」の
う
ち

日

天
皇
の
命
令
を
伝
え
る
特
別
な
宿し
ゅ
く
し紙

（
年
未
詳
）
五
月
四
日

伏
見
天
皇
綸
旨

（年未詳）5月13日金沢
貞顕書状　B-1721
Letter of Kanezawa 

Sadaaki（Thirteenth day 

of the fifth month, year 

unknown）

明徳2年（1391）5月晦日
足利義満御判御教書
B-1860

砂川丑太郎氏寄贈
Official Announcement 

with the Signature of 

Ashikaga Yoshimitsu, 

Las t  day  o f  the  f i f th 

month, 1391 （Meitoku 2）

（年未詳）5月4日
伏見天皇綸旨　B-1715

蜷川式胤氏寄贈
Imperial Order of Emperor 

Fushimi, Fourth day of 

the fifth month

嘉元4年（1306）4月16日
中原重通譲状 関東安堵外題
B-2060-1
香宗我部順氏寄贈
Application of Transfer and 

Government Approval,

Sixteenth day of the fourth 

month, 1306（Kagen 4）,
from Documents Kept by the 
Kosokabe Family



平
成
二
十
五
年
七
月
二
日
発
行

執
筆
：
高
橋
裕
次
（
東
京
国
立
博
物
館
）

編
集
・
翻
訳
：
東
京
国
立
博
物
館
出
版
企
画
室

デ
ザ
イ
ン
・
制
作
：D

_C
O
D
E

発
行
：
東
京
国
立
博
物
館
　©

2013

東
京
国
立
博
物
館

本
陳
列
は
科
学
研
究
費
補
助
金
「
古
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
研
究
成
果
公

開
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

【
花
押
】
書
判
と
も
。
文
書
の
差
し
出
し
人
が
、
自
分
の
出
し

た
文
書
で
あ
る
証
明
と
し
て
そ
の
名
を
自
署
し
た
。は
じ
め
楷
書
、

行
書
体
が
し
だ
い
に
草
書
化
し
、
一
種
の
模
様
化
し
た
も
の
。

【
関か

ん

東と
う

下げ

知ち

状じ
ょ
う】

鎌
倉
幕
府
の
執
権
・
連
署
が
将
軍
の
意
を

奉
じ
て
出
す
命
令
書
。
書
き
止
め
は「
依
鎌
倉
殿
仰
下
知
如
件
」

（
か
ま
く
ら
ど
の
の
お
お
せ
に
よ
り
、げ
ち
く
だ
ん
の
ご
と
し
）。

内
容
が
裁
許
の
場
合
は
関
東
裁
許
状
と
よ
ぶ
。

【
関か

ん

東と
う

御み

教ぎ
ょ
う

書し
ょ

】「
み
き
ょ
う
じ
ょ
」
と
も
。
執
権
・
連
署

が
将
軍
の
意
を
奉
じ
て
出
す
。書
き
止
め
は
、「
依
仰
執
達
如
件
」

（
お
お
せ
に
よ
り
、
し
っ
た
つ
く
だ
ん
の
ご
と
し
）。

【
安あ

ん

堵ど

外げ

題だ
い

】
一
枚
の
紙
に
二
つ
の
文
書
が
あ
る
い
わ
ゆ
る

「
複
合
文
書
」
の
一
つ
で
、
譲
状
の
袖
の
余
白
に
鎌
倉
幕
府
の

執
権
・
連
署
の
下
知
状
を
記
し
た
も
の
。

【
御ご

判は
ん

御み

教ぎ
ょ
う

書し
ょ

】
将
軍
自
ら
花
押
を
す
え
た
御
教
書
。
花

押
の
位
置
は
、
①
袖
、
②
日に
っ

下か

（
日
付
の
下
）、
③
年
月
日
の

次
行
の
三
通
り
が
あ
り
、
袖
判
は
略
式
で
最
も
尊
大
、
日
下
の

御
判
は
丁
寧
で
、
年
月
日
次
行
は
と
く
に
鄭
重
。

【
執し

っ

権け
ん

】
鎌
倉
幕
府
の
職
名
。
幕
政
を
統
轄
し
た
最
高
の
職
。

第
三
代
将
軍
源
実
朝
の
と
き
北
条
時
政
が
就
任
し
、
以
後
、
北

条
氏
が
世
襲
し
た
。
執
権
と
な
ら
ん
で
署
判
す
る
職
が
連
署
。

【
紙し

背は
い

文も
ん

書じ
ょ

】
不
要
と
な
っ
た
後
、
そ
の
裏
面
を
再
利
用
さ

れ
た
こ
と
で
現
在
に
伝
わ
っ
た
文
書
。
通
常
で
は
保
存
さ
れ
な

い
貴
重
な
文
書
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

【
宿

し
ゅ
く

紙し

】
文
字
の
あ
る
紙
を
崩
し
て
漉
き
返
し
を
す
る
と
、
薄

墨
色
と
な
る
。「
宿
」
の
字
は
旧
・
久
の
意
味
を
持
つ
。

【
譲

ゆ
ず
り

状じ
ょ
う】

財
産
や
権
利
を
他
人
に
譲
与
す
る
際
に
作
成
す
る

文
書
。
処
分
状
と
も
。「
譲
渡
」「
譲
与
」
で
書
き
出
し
、「
譲

状
如
件
」
で
書
き
止
め
る
こ
と
が
多
い
。

【
礼ら

い

紙し

】
書
状
を
一
枚
の
紙
に
書
き
上
げ
た
場
合
、
さ
ら
に

白
紙
を
重
ね
て
、
相
手
へ
の
敬
意
を
あ
ら
わ
す
と
き
の
白
紙
を

い
う
。

か
　
お
う

用
語
解
説

1

年
内
者
こ
な
た
に
逗
留
と
聞
召
候
間
、

2

な
い
〳
〵
都
を
も
見
廻
た
る
へ
き
ま
ゝ
、

3

ま
（
待
）
ち
入
給
候
へ
ハ
、

4

近
日
な（

名
護
屋
）

こ
や
へ
下
向
候

5

よ
し
、と（

取

沙

汰

）

り
さ
た
候
、驚
き

6

お
ほ
し
め
し
候
、

7

寒
天
の
刻
、

8

在
国
達
而
、

9

無
心
元
被
思
召
候
、

10

殊
高

（
こ
う
ら
い
）
麗
之
事
も

11

別
義
な
き
由
候
、

12

つ（

筑

紫

）

く
し
に
も
れ
き
く

13

を
ら
れ
候
よ
し
候
ま
ゝ
、

14

か
た
く

15

此
た
ひ
の
事

16

延
引
候
や
う
に
と

17

お
ほ
し
め
し
候
、猶

18

御
つ（

使

）

か
い
へ
被
仰
出
、

19

あ
な
か
し
く
、

　
（
切
封
墨
引
）

　
　
　
　
　

大
閤
と
の
へ

4
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17

後ご

陽よ
う

成ぜ
い

天て
ん

皇の
う

（
一
五
七
一
〜
一
六

一
七
）
が
、
朝
鮮
出
兵
で
肥
前
名な

護ご

屋や

に
下
向
し
よ
う
と
す
る
豊
臣
秀
吉

を
、
遠
回
し
に
諫い
さ

め
た
文
書
で
す
。

女に
ょ
う
ぼ
う
ほ
う
し
ょ

房
奉
書
と
は
、
も
と
は
女
官

（
勾こ
う
と
う
の
な
い
し

当
内
侍
）
が
天
皇
の
仰
せ
を
奉

じ
て
作
成
す
る
仮
名
書
き
の
様
式
の

書
状
で
、
鎌
倉
時
代
初
期
よ
り
は
じ

ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
文
書

の
よ
う
に
、
天
皇
自
身
が
書
い
た
場

合
も
女
官
が
天
皇
の
意
を
奉
じ
て
出

し
た
形
を
と
り
ま
す
。

　

こ
の
様
式
で
文
書
を
出
す
理
由

は
、
天
皇
が
個
人
的
に
質
問
あ
る
い

は
私
的
な
用
を
命
じ
る
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
文
は
独

特
の
女
房
言
葉
で
、
い
わ
ゆ
る
「
散

ら
し
書
き
」
で
書
か
れ
た
も
の
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
本
紙
と
礼ら
い

紙し

を
重

ね
た
状
態
で
書
き
は
じ
め
、
礼
紙
に

も
書
く
と
き
は
重
ね
た
ま
ま
裏
返
し

て
続
け
ま
す
。

　

本
文
の
最
後
の
「
大
（
太
）閤

と
の
へ
」

は
宛
名
で
、
そ
の
右
横
に
あ
る
の
が

「
切
封
墨
引
」
の
跡
で
す
。
本
紙
と

礼
紙
を
背
中
合
わ
せ
に
重
ね
た
ま

ま
、
左
奥
か
ら
右
端
に
向
か
っ
て
巻

い
て
い
く
と
、
ち
ょ
う
ど
宛
名
の
部

分
が
表
に
な
り
ま
す
。

（年月日未詳）後陽成天皇
女房奉書（大閤とのへ）
後陽成天皇筆
安土桃山時代・16世紀
B-2879

太田松子氏寄贈
Letter from Emperor Goyozei 

to Toyotomi Hideyoshi

（Date unknown）
Azuchi-Momoyama period, 

16th century

秀
吉
の
出
兵
を
止
め
よ
う
と
し
た
文
書

（
年
月
日
未
詳
）後
陽
成
天
皇
女
房
奉
書

（
大
閤
と
の
へ
）後
陽
成
天
皇
筆 書

書

①
本
紙
の
右
端
に
切
れ
目
を
入
れ
て
紐
状
に

し
ま
す
。

③
巻
い
た
後
、
紐
で
結
び
、
封
を
し
ま
す
。

④
宛
名
「
大
閤
と
の
へ
」

②
本
紙
と
重
ね
た
ま
ま
、
奥
か
ら
巻
き
ま

す
。


